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要約 

株式会社 MEMORY LAB が開発する「Memory AI」は、3 億件以上の学術論文・特許・市
場データを統合した科学技術特化型検索エンジンです。従来半年から 1 年を要していた研
究開発調査を最短 1 週間に短縮する革新的なツールとして、ベンチャーキャピタルや大企
業の研究開発部門から注目を集めています。本レポートでは、同システムの技術的仕組み、
市場での位置づけ、潜在的リスク、そして研究開発エコシステムへの影響を包括的に分析し
ます。 

 

1. Memory AI の概要と開発企業の背景 

1.1 Memory AI の基本概要 

Memory AI は、研究開発の情報収集プロセスを劇的に効率化する目的で開発された科学技
術特化型検索エンジンです。ASCII.jp 記事 1 によると、「通常は半年から 1 年以上かかる調
査を、最短で 1 週間にまで短縮できる」という画期的な効率化を実現しています。 
このシステムの最大の特徴は、3 億件以上の学術論文、特許情報、市場データを独自データ
ベースに統合し、自然言語処理技術を活用してユーザーの関心テーマに関連する研究エコ
システムを瞬時に可視化することです。MEMORY LAB 公式サイト 2 の説明では、「技術と
技術の繋がり、マーケットとの親和性を瞬時に可視化」することで、従来見落とされがちな
「missing pieces」を発見し、研究領域の相互関係や市場応用可能性を明確に示すことがで
きます。 

1.2 開発企業 MEMORY LAB の企業理念と背景 
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株式会社 MEMORY LAB は 2021 年に設立され、「科学の叡智を社会へ」をミッションとし
て掲げています。同社は世界の研究開発のハブとなることを目指す技術調査におけるリー
ディングカンパニーとして位置づけられています。 
代表取締役の畑瀬研斗氏は 1997年佐賀県生まれで、高校卒業後にアメリカに渡米し、Forbes 
JAPAN3 によるとニューヨーク州立大学オルバニー校で脳神経科学と心理学を専攻しまし
た。その後、理化学研究所客員研究員および慶應義塾大学研究員を経て、アルツハイマー病
研究に従事した経験を持ちます。この研究者としての背景から、「世界にはまだ解決の糸口
すら見つけられていない課題が溢れている」という問題意識を抱き、研究開発の効率化を通
じて社会課題解決を加速させるというビジョンで MEMORY LAB を創業しました。 
2024 年には畑瀬氏が「Forbes 30 Under 30 Asia 2025」および「Forbes JAPAN 30 UNDER 
30 2024」に選出され、世界中の研究論文や特許情報を統合して技術の関連性を可視化する
システムの開発が高く評価されています。 

1.3 資金調達と投資家構成 

MEMORY LABは 2024年 1月にシードラウンドで約 9000万円の資金調達 4を実施しまし
た。主要な投資家には以下が含まれます： 

• ニッセイ・キャピタル株式会社 
• 三菱 UFJ キャピタル株式会社 
• 株式会社デライト・ベンチャーズ 
• 個人投資家（株式会社みらいワークス代表取締役社長 岡本祥治氏、株式会社ユーグ

レナ共同創業者 鈴木健吾氏など） 
調達資金は「Memory AI」の開発強化、組織開発、国内外企業との連携、海外進出に活用さ
れる予定です。 

 

2. Memory AI の技術的仕組みと主要機能 

2.1 技術アーキテクチャ 

Memory AI の技術基盤は複数の先端技術を統合したシステムです。公式サイト 2 および技
術資料によると、以下の要素から構成されています： 
自然言語処理（NLP）エンジン：ユーザーの入力クエリを解析し、関連する研究・技術領域
を文脈的に抽出・マッピングします。独自の自然言語処理特許技術を活用し、科学技術文献
特有の専門用語や概念間の関係性を高精度で理解します。 
大規模専門データベース：3 億件以上の学術論文、特許情報、市場レポートを独自収集・整
理し、メタデータ索引と高度なタグ付けシステムにより高速検索を実現しています。このデ
ータベースは継続的に更新され、最新の研究動向を反映します。 
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特化型大規模言語モデル（LLM）：技術領域と市場動向に最適化された専用 LLM を利用し、
自然言語での質問応答、文献サマリー生成、研究インサイトの提示を行います。汎用的な
LLM と異なり、科学技術分野の知識に特化したトレーニングが施されています。 
ビジュアライゼーションアルゴリズム：技術要素の機能分解と応用構造をグラフ化し、技術
間の繋がりや市場親和性を直感的に可視化します。これにより、研究者や企業が従来見落と
していた技術応用の可能性を発見できます。 

2.2 主要機能と特徴 

研究エコシステムの可視化：キーワード入力により、関連する研究者、研究論文、研究機関、
研究トレンド、特許情報、社会実装事例を統合的に表示します。 
技術間関連性の分析：個々の技術を機能要素に細分化し、異分野間での応用可能性を構造的
に分析・可視化します。これにより、従来のシナイロ思考では見つけられない技術転用の機
会を発見できます。 
市場親和性評価：技術と市場の適合性を定量的に評価し、事業化の可能性を客観的に示しま
す。 
コンサルタントサポート：AI による自動分析に加え、専門コンサルタントが企業の具体的
なニーズに合わせてクエリ調整や結果解釈をサポートします。 

 

3. 導入事例と効果検証 

3.1 ユーグレナとの共同研究事例 

MEMORY LAB の実用性を示す重要な事例として、株式会社ユーグレナとの共同研究 5 が
あります。この研究では、生成 AI を用いた微細藻類の技術領域俯瞰調査手法を実施し、
Memory AI の効果を従来のデータベース（PubMed）と比較検証しました。 
検証結果： 

• 重複排除と分類精度：Memory AI は同一または類似の文献情報を自動除外し、関連
トピックごとに明確に分類することで、無駄を省いた高品質な出力を実現 

• 高速処理：従来数ヶ月を要する調査を大幅に短縮 
• 「Missing Pieces」の発見：従来のデータベースでは見落とされがちな隙間情報を新

たに抽出し、未開拓の研究領域や技術応用可能性を明確化 
• 市場応用可能性の可視化：研究領域の相互関係をグラフィカルに表示し、企業の

R&D 戦略決定を支援 
この事例により、Memory AI が単なる検索エンジンではなく、戦略的意思決定を支援する
高度な分析ツールであることが実証されました。 
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3.2 その他の導入実績 

Memory AI は、ベンチャーキャピタルや大企業の新規事業部門において導入が進んでいま
す。元記事 1 によると、「有望な技術シーズを効率よく見つけ出し、次の投資や事業化の意
思決定を加速できる」として支持されており、研究開発部、新規事業部、経営企画部、コー
ポレートベンチャーキャピタルなど多様な部門での活用が報告されています。 

 

4. 競合分析と市場での位置づけ 

4.1 主要競合ツールとの比較 

技術動向調査分野には複数のツールが存在しますが、Memory AI の科学技術特化という点
で差別化が図られています。市場調査 AI ツール比較 6 によると、主要競合には以下があり
ます： 
Similarweb： 

• 用途：競合サイトの流入経路・検索キーワード・滞在時間分析 
• 強み：業界別市場レポート、直感的ダッシュボード 
• Memory AI との違い：Web トラフィック分析に特化、学術研究データは対象外 

Semrush： 
• 用途：キーワード分析、広告トレンド追跡、競合 SEO・SNS 施策比較 
• 強み：検索・広告・SNS を一括分析 
• Memory AI との違い：マーケティング寄り、科学技術文献は未対応 

Clarivate（Web of Science）： 
• 用途：学術文献検索・分析 
• 強み：高品質な学術データベース 
• Memory AI との違い：検索機能は優秀だが、技術間関連性の可視化や市場親和性分

析機能は限定的 
Elsevier（Scopus）： 

• 用途：学術文献・特許情報の検索 
• 強み：包括的な学術データベース 
• Memory AI との違い：データ量は豊富だが、AI による洞察生成や事業化支援機能は

提供していない 

4.2 Memory AI の独自性と競争優位性 

Memory AI の最大の差別化要因は、学術研究と事業化の橋渡しにあります。従来のツール
が検索や分析に留まるのに対し、Memory AI は以下の独自価値を提供します： 
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1. 領域横断的洞察：異分野間の技術関連性を発見し、従来の縦割り思考を超えた応用
可能性を提示 

2. 事業化支援：技術の市場親和性を定量評価し、投資判断や戦略策定を直接支援 
3. 時間効率：研究調査期間を数ヶ月から数日に短縮する圧倒的な効率性 
4. コンサルティング統合：AI ツールと人的サポートを組み合わせた包括的サービス 

 

5. 産業界への影響と新ビジネス機会 

5.1 恩恵を受ける業界 

Memory AI の普及により、以下の業界で特に大きな恩恵が期待されます： 
製薬・バイオテクノロジー業界：新薬開発における先行研究調査、競合技術分析、規制動向
把握の効率化により、開発期間短縮と成功確率向上が期待されます。特に希少疾病や新興感
染症など、情報が散在しがちな領域での効果が顕著になると予想されます。 
化学・材料業界：新素材開発において、既存材料の特性データと市場ニーズをマッピングす
ることで、有望な研究方向を早期特定できます。サステナビリティやサーキュラーエコノミ
ーなど、複数分野にまたがる課題解決に特に有効です。 
エネルギー業界：再生可能エネルギー技術の技術動向調査、エネルギー貯蔵技術の選択、ス
マートグリッド関連技術の統合分析など、技術選択の意思決定を加速します。 
ベンチャーキャピタル・投資業界：投資判断に必要な技術評価、市場ポテンシャル分析、競
合状況把握を短期間で実行でき、投資の成功確率向上とポートフォリオ最適化が可能にな
ります。 

5.2 創出される新ビジネス機会 

技術仲介サービス：Memory AI により技術シーズと市場ニーズのマッチングが効率化され
ることで、技術移転やライセンシングを専門とする新たな仲介サービスが生まれる可能性
があります。 
カスタマイズ型コンサルティング：特定業界や技術分野に特化した Memory AI ベースのコ
ンサルティングサービスが展開され、より専門性の高い分析サービス市場が形成されるで
しょう。 
教育・研修サービス：研究者や企業の技術担当者向けに、Memory AI を活用した効率的な
技術調査手法を教える教育プログラムの需要が高まると予想されます。 
オープンイノベーション促進：企業間の技術連携や共同研究機会の発見が効率化されるこ
とで、オープンイノベーションプラットフォームの価値が向上し、新たな協業創出サービス
が生まれる可能性があります。 

 



6. 潜在的な限界と課題・リスク 

6.1 データ品質とバイアスのリスク 

Memory AI の分析精度は、基盤となるデータベースの品質に大きく依存します。主要なリ
スクとして以下が挙げられます： 
データソースの偏り：英語圏の研究論文が中心となる可能性があり、非英語圏の重要な研究
成果が過小評価される危険性があります。特に、日本や中国、ヨーロッパの非英語研究が適
切に反映されない可能性があります。 
出版バイアス：学術雑誌に掲載される研究は成功例に偏りがちで、失敗例や負の結果が含ま
れないため、技術の真の可能性やリスクを正確に評価できない可能性があります。 
時系列バイアス：最新の研究ほど多く引用される傾向があるため、歴史的に重要だが古い技
術が過小評価される危険性があります。 

6.2 AI の解釈精度の限界 

文脈理解の限界：科学技術文献には高度な専門知識と文脈理解が必要ですが、AI が研究者
の意図や実験条件の微妙な違いを完全に理解できない場合があります。 
因果関係の誤認：相関関係を因果関係と誤って解釈し、技術間の関係性を過大評価または過
小評価する可能性があります。 
創発的洞察の限界：AI は既存データの組み合わせは得意ですが、人間の研究者が持つ直感
的洞察や革新的な発想を完全に代替することは困難です。 

6.3 情報セキュリティとプライバシーの課題 

企業機密情報の保護：企業が独自の研究データを Memory AI に入力する際、競合他社に情
報が漏洩するリスクがあります。特に、未発表の研究成果や特許出願前の技術情報の取り扱
いには細心の注意が必要です。 
データガバナンス：膨大な研究データの収集・利用において、著作権や研究者の知的財産権
の保護が課題となります。 
サイバーセキュリティリスク：大量の貴重な研究データを保有するシステムは、サイバー攻
撃の標的となりやすく、高度なセキュリティ対策が不可欠です。 

6.4 技術的限界 

リアルタイム性の課題：最新の研究成果が即座にシステムに反映されるわけではないため、
急速に進展する分野では情報の鮮度が問題となる可能性があります。 
スケーラビリティの限界：データ量の急速な増加に対して、処理速度と精度を両立させるこ
とが技術的な挑戦となります。 



多言語対応の複雑性：グローバルな研究成果を網羅するには多言語対応が必要ですが、言語
ごとの文化的・学術的文脈の違いを適切に処理することは困難です。 

 

7. 最新動向と将来展望 

7.1 2024 年以降の主要動向 

Memory AI for ACADEMIA のローンチ：2024 年 12 月に大阪大学 LIPS センターとの共同
事業 7 として「Memory AI for ACADEMIA」を発表し、学術機関向けサービスの展開を開
始しました。これにより、企業向けサービスに加えて学術研究支援という新たな市場を開拓
しています。 
国際的評価の向上：代表の畑瀬氏が「Forbes 30 Under 30 Asia 2025」に選出されるなど、
国際的な認知度が向上しています。これは海外展開における重要な足がかりとなります。 
追加資金調達：2024 年 1 月の約 100 万ドル（約 9000 万円 4）の資金調達により、サービス
開発と組織拡張を加速しています。 

7.2 将来の技術開発方向性 

マルチモーダル対応：テキストデータに加えて、実験画像、グラフ、図表などの視覚的情報
を統合的に分析する機能の開発が期待されます。 
予測分析機能：過去の研究動向から将来の技術発展方向を予測する機能の実装により、より
戦略的な研究開発支援が可能になります。 
リアルタイム更新：研究成果の発表と同時にデータベースが更新される仕組みの構築によ
り、情報の鮮度を大幅に改善する可能性があります。 
業界特化版：製薬、材料科学、エネルギーなど特定業界に最適化されたバージョンの開発に
より、より精密な分析が可能になるでしょう。 

7.3 市場拡大の見通し 

グローバル展開：資金調達により海外進出を加速し、欧米の研究機関や企業への導入が進む
と予想されます。特に、研究開発投資が活発なアメリカ、ドイツ、中国での市場開拓が重要
になります。 
パートナーシップ拡大：ユーグレナとの共同研究に続き、他の大手企業や研究機関との提携
により、サービスの信頼性向上と市場浸透を図ると考えられます。 
価格体系の最適化：現在の企業向けカスタマイズサービスに加えて、中小企業や個人研究者
向けのサブスクリプション型サービスの提供が検討される可能性があります。 
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8. 結論：Memory AI が切り拓く研究開発の未来 

8.1 Memory AI の革新性 

Memory AI は単なる検索ツールを超えて、研究開発プロセス全体を革新する可能性を持っ
ています。従来半年から 1 年を要していた技術調査を 1 週間に短縮するという効率化によ
り、研究開発のサイクルタイムが劇的に改善され、イノベーション創出の加速が期待されま
す。 
特に重要なのは、「missing pieces」の発見機能です。これまで見落とされていた技術間の関
連性や応用可能性を明らかにすることで、既存技術の新たな活用法や異分野融合による革
新的ソリューションの創出が促進されるでしょう。 

8.2 社会への波及効果 

Memory AI の普及は、研究開発エコシステム全体に以下のような変化をもたらすと予想さ
れます： 
研究の民主化：高度な技術調査が効率化されることで、大企業だけでなく中小企業やスター
トアップも最先端の技術動向を把握できるようになり、競争環境の公平性が向上します。 
オープンイノベーションの促進：技術シーズと市場ニーズのマッチングが効率化されるこ
とで、企業間の協業や産学連携が活発化し、イノベーション創出の速度が加速されます。 
社会課題解決の加速：気候変動、高齢化、パンデミック対策など、複数分野の知見を統合す
る必要がある社会課題の解決において、Memory AI の横断的分析能力が威力を発揮するで
しょう。 

8.3 今後の課題と展望 

Memory AI の更なる発展には、技術精度の向上、データ品質の確保、倫理的配慮の徹底が
不可欠です。特に、AI の判断に過度に依存することなく、人間の専門知識と組み合わせた
適切な活用方法の確立が重要になります。 
また、グローバルな研究コミュニティとの連携を深め、多様な研究成果を包含するデータベ
ースの構築により、真にグローバルな研究開発支援プラットフォームへの発展が期待され
ます。 
**最終的に、Memory AI は「科学の叡智を社会へ」という MEMORY LAB のミッション実
現の中核技術として、人類の知識創造と社会課題解決の新たな基盤を提供する可能性を秘
めています。**研究開発の効率化を通じて、より多くの革新的技術が社会実装され、持続可
能で豊かな未来社会の構築に貢献することが期待されます。 
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は今後変更される可能性があります。 
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